『好朋友－ともだち』　教師用参考書　全体の使い方説明
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1． 教材の構成内容

[image: image2.emf]
●巻頭グラビア（各冊5ページ）

日本語を学ぶことで広がる世界を、写真とメッセージで伝えています。
●漫画（各冊20～22ページ）

書き下ろしのストーリー漫画『大連物語』を全5冊にわたって連載しています。生徒に身近なさまざまなトピックを提示しています。
●課（各冊６～７課）

○トピック場面

漫画から、各課のトピックに関係する場面を抜き出して掲載しています。登場人物の気持ちを想像したり、日常生活や言語習慣を振り返ったりすることを通じて、学習意欲を引き出し、次の学習活動に自然に入れるようにしています。

· 学習活動

各課の学習到達目標を達成するための多様な学習活動を提示しています。文脈に沿って日本語が使えるようになることを目指しています。文法説明はありません。各課のトピックは中学生が関心をもつ話題を採用しました。各冊の漫画の場面が学校、家庭、地域へと展開するにしたがって、課のトピックも自分を中心に同心円上に広がっていきます。
· 考えてみよう・言ってみよう

各課で学んだ表現を復習できるようになっています。

· コラム

各課のトピックと関連する文化事象について、豊富な写真と文章で提示しています。さまざまな角度から文化事象にアプローチし、文化を見る視点および多文化理解の資質を養います。

· 日本語広場

「擬音語・擬態語」「おにぎり」「歌」など、日本語や日本に関することについて、楽しみながら考えたり、体験をしたりします。必ずしも課のトピックと関連しているとは限りません。
○日本語との出会い（第1冊１～3課）

日本語の文字の種類や、日本語と中国語・英語との関係に注目させる活動などを掲載しています。活動を通して、初めて出会う日本語の音や文字に、自ら発見しながら触れていきます。

○文字（第1冊～第3冊）
１冊目でひらがな、２冊目でカタカナ、３冊目でローマ字を扱っています。あいうえお順の提示ではなく、課で習った表現や語彙を読んだり書いたりする際に必要な文字の順番で提示しています。
○振り返り（第2冊、第4冊、第5冊）

「登場人物の気持ち」と「場面を表す絵」をいっしょに提示し、登場人物になりきって既習表現を復習することができます。また、その習得度を自己評価することができます。

· 合作・交流・展示－学習成果発表－（各冊）

「自己紹介のビデオを作って、ほかの学校と交換しよう」など、それまでに学習した表現や語彙や活動を再構成し、外に発信していく総合的な活動例を紹介しています。活動例は学習に対する評価の例でもあります。
· 付録
語彙表、参考語彙、学習表現一覧表（「在这种情况下应该怎样说呢？」）、生活に便利な日本語、教室用語、五十音図、連想法五十音図、ローマ字表などがあります。自分で学習をするときの参考になります。

2． 巻頭グラビアとその扱い方
巻頭グラビアは、それぞれの冊にテーマがあり、日本語（外国語）を学ぶ意義や学習者へのメッセージを投げかけています。生徒といっしょにメッセージを読み解いたり、メッセージについて考えてみたりしましょう。また、各課の学習活動やコラムと組み合わせて使うこともできます。

第１冊テーマ：世界の中学生とのであい
『好朋友』の各所で出てくる、アメリカ、オーストラリア、韓国、モンゴル、ロシアの5か国で日本語を勉強している中学生、そして日本で中国語を勉強している中学生と出会います。

　第２冊テーマ：学校生活と日常生活
前述の６か国の中学生が登場し、友だちになる過程のように、少しずつ各国の中学生のことを知ることができます。日本だけでなく世界中の国や地域、そこに住む人に興味や関心をもってもらうことをねらいとしています。
　第３冊テーマ：世界の衣食住
前述の6ヵ国のほか、さまざまな地域を取り上げています。ここでは、地域や年代という視点で衣食住を観察することをねらいとしています。例えば、中高校生が着ている衣類は国の違いを超えて共通点が多いことに気づいたり、都市部の住宅は国や地域が違っていても共通していることに気づいたりすることができます。
　第４冊テーマ：日本に生きる中国人・中国に生きる日本人から、日本語を学ぶ中学生へのメッセージ
留学生、語学教師、環境問題に取り組む人、日本で相撲に取り組む中国人、日本で二
胡を演奏する中国人、中国で京劇を演じる日本人など、さまざまな分野や年齢の、日
中をつなぐ先輩から寄せられた、人として大切なこと、外国語を学ぶと活躍の場が世
界に広がることなど、多くのメッセージを紹介しています。
　第５冊：これからの世界をつくるわたしたち
現在、一国では解決できないさまざまな問題が起きています。国や文化の違いを超えて共に協力するときに必要となるのは、「ことば」です。災害時の国際協力や宇宙での新薬開発など、さまざまな国や地域から国を超えて人が集い、活動する場面を写真で紹介しています。未来に向かってこれからの世界をつくっていくのは自分たち同世代の仲間なのだ、ということを意識させることをねらいとしています。
3． 漫画とその扱い方
(1) ストーリー漫画を活用する効果

この教材はストーリー漫画を素材として活用しましたが、ストーリー漫画を日本語教育で活用する効果として次のことが考えられます。これらを踏まえて、効果的に授業で利用していきましょう。
① 絵と日本語・中国語混在の台詞があるので、初級学習者であっても、ストーリーや日本語の台詞などの意味を想像しようとしたり、その想像した意味を確かめようとしたりするなど自律学習を促すことができます。
② ストーリーや絵から、登場人物の感情、文脈（ことばが使われる場面や状況）に即したことばを学ぶことができます。また、漫画に盛り込まれた文化事象や事物を理解することができます。
③ 漫画のストーリーがそのまま学習活動の内容となるので、内容重視の学習活動が自然に展開できます。
④ 漫画に出てくる台詞や擬音語･擬態語（ガチャ、ドキドキ、シーン等）が、文字や生き生きとした日本語の学習に役立ちます。
(2) ストーリー紹介
『大連物語』は、父親の転勤で大連の中学校に転校してきた日本の中学生高橋美佳と5人の中学生（中国人中学生4人、韓国人留学生1人）の友情物語です。学習者と同じ中学生を主人公にし、大連を舞台に６人の日常生活を描きました。海辺での美佳と王志鵬との出会いに始まり、学校生活、美佳の家での誕生会、街での買い物、サッカーの試合の応援、郊外への小旅行などを通じて友情を深め、最後は美佳の帰国という別れで終わります。
(3) 主題場面（＝課のトピック）と連動した漫画の使い方

　この教材では、漫画は課のトピックを提供しています。生徒がまだ漫画を読んでいない場合、ストーリーを読んでから入るといいでしょう。もし生徒が既に漫画を読んでいる場合、漫画のストーリーをクラス全体で振り返ってから主題場面に入るといいでしょう。
いずれの場合も、ストーリー展開だけでなく、登場人物の気持ちや誰に対して話しているのかなどにも注目させることで、学習活動に入ったとき、気持ちとことばの結びつきを意識しながら日本語を学ぶことができるでしょう。
(4)　課のトピックにとらわれない使い方

漫画は、物語や日本語や文化情報など様々なものを提供しています。漫画の使い方は主題場面に限らず無限大です。生徒たち、先生たちの創造的な発想で自由に使ってほしいと思います。以下にいくつかの例を示します。

例１　漫画から、課にはないトピックを引き出す。

漫画にはたくさんの内容が含まれていますから、それを使って課にはないトピックで授業を展開することもできます。

→トピックと日本語学習の具体例
第1冊のP33から「誘い」（いっしょに行こう）
→トピックと文化の具体例：
第1冊のP23から「星座（または占い）」

第1冊のP30から「クラブ活動」
例2　文字の学習にむすびつけて使う。

漫画は文字情報がたくさんあります。台詞だけでなく、擬音語・擬態語、絵の中の文字など豊富に使われています。それらの文字も、漫画のストーリーには大きな役割を果たしています。生徒が関心をもってそれらの文字情報を読もう、理解しようとしていることがありますので、その気持ちを活用して、文字学習につなげることができます。
例3　劇をする。
漫画を台本にして、それぞれの主人公を演じることができます。なりきって演じることで、場面と感情を伴ってことばを発する効果的な練習になります。
　例4　漫画の続きを考える。
　　　　この漫画は連載漫画です。次の冊ではどんな展開になるか、漫画の続きを考えさせて、その内容を生徒同士で共有することで、次の冊の学習への動機を高めることができます。
例5　コマ漫画を使って、台詞を考える。
素材集CDに収載されている、台詞が空欄の漫画素材を使って、それぞれの台詞を考えさせることができます。
(5)ストーリー漫画のコマについて
　日本の漫画は、映画を見るかのように人物や周囲の様子や動きが描かれているのが特徴です。台詞のないコマが漫画中に見られますが、それらは、場面や状況を描写するために、周りの風景や、その場面でメインとなる人物の周りにいる人の様子などが描いたものです。
４．課、付録の扱い方
(1) 全体

『好朋友』では多くの教材にあるような文法説明や文法練習、ドリルなどがありません。その代わりに、学習者の学習意欲を引き出し動機を高める工夫や、自分の気持ちや自分のことについて日本語で話しながら学習できる活動などを多く取り入れ、それぞれの学習者が自分のことを語るために必要な日本語の力を身につけられるよう作られています。それぞれのパートの特徴とその効果的な使い方については、(2)以下を参照してください。
(2) 主題場面

■主題場面へ入る前に
主題場面は漫画の一部を切り取っています。場面や登場人物の気持ちを理解してから、学習活動に入る必要があります。ですから、前後のストーリーをクラスで振り返ってからトピック場面に入るとスムーズでしょう。
■主題場面が提示するもの
主題場面の中には台詞が中国語しかないものもあります。このことからわかるように、主題場面の役割の重要なポイントは、トピックを導入し、生徒のトピックへの興味・関心を高めるためのものであり、新出表現を提示するためのものではありません。ですから、主題場面でその課の学習表現を教える必要はありません。例えば、第1課の主題場面には、美佳が日本語で「ありがとう」と言いますが、王はそれが聞き取れません。二人はどうしたらいいかわからない顔をしています。ここで、生徒たちから相手のことばが聞き取れなかった経験、聞き取れなかったけれど意味を推測した経験などを引き出すと、ことばへの興味関心を高めることができ、日本語という新しいことばの学習への扉が開かれていきます。
■トピックへの興味関心を高める質問

各課のトピック場面には、質問が１～２つずつ載っていますが、それ以外のさまざまな質問をして、生徒の興味関心を引き出し、学習活動にうまくつなげましょう。どのようなタイプの質問が考えられるか、第1課を例にあげます。

1 トピック場面の理解を促す質問をする。

　　　　○是什么样的场面？

○想像当时他们两个人是什么心情呢？

○美佳说的是哪国话？美佳说的话，王志朋明白吗？

2 自分にひきつけた質問
○大家有过这样的体验吗？当时是什么样的情景？

○当时你是什么样的心情？
○そのとき、相手が言ったことばの意味を想像しましたか。
　　
■素材集CDの利用

主題場面は素材集CDに１コマずつにわけられて入っています。それを利用してPPTで大きく見せることもできます。素材集CDには、台詞部分が空白のものもあります。それを使うと、その場面で登場人物はどう言うか、自分ならどう言うか考えさせたりすることができます。

(3) 学習活動

· 目標と学習活動の設定

各課には日本語学習や文化や情意的な面から、複数の目標を設定しました。それを達成する学習活動が教材に提示しました。

· 意味のあるやりとり、協力しあうコミュニケーション活動

生徒たちが対話を通して、相手のことをよりよく理解するために、また自分のことをより理解するために、学習活動では、生徒が考えていることや感じていることややっていることなど、現実のことについてやり取りをします。代入練習のような機械的な練習はありません。また、多くの学習活動は友達と協力をして行うことが前提となっています。協力をする中から、友達の長所を発見したり、相手を認め合あったり、協力をしていく大切さを感じたり、意見の相違を調整したり、日本語の知識以外の学びができるようにしましょう。
· 文脈の中で日本語を使うこと
「ことば」は母語であれ、外国語であれ、文脈を無視しては存在しません。学習活動でも、文脈を理解して日本語を使うようにしましょう。例えば、第1課で「日本語でありがとうをいってみよう」という学習活動があります。文脈の理解を無視して、「中国語の『謝謝』は日本語で『ありがとう』です」と生徒に伝えるのは避けましょう。なぜなら、これは中国語を日本語に翻訳をしているだけで、「ありがとう」は文脈を無視した暗記学習だからです。「ありがとう」の場面について、どんな場面なのか、話し手はどんな気持ちか、同じ場面で自分だったらどう言うか考えさせ、場面と気持ちの理解を深めた上で、その文脈に合う日本語は「ありがとう」であると提示していきましょう。
· 学習する表現と発話の心理的側面
『好朋友』の制作理念に基づき、声かけのことば、褒めることば、相手を思いやることば、相手の発話に反応することばなど、「人と関係を紡ぐためのことば」を学習表現にしています。また、活動の過程でことばや対人態度の重要性を意識化させるため、発話の背後にある心理的側面についても随所に問いかけをおいています。単なることばの知識だけの学習にならないよう注意しましょう。
· 語彙の扱い

学習活動のページで出している語彙は、その学習活動を説明する上で出しているものです。ですから、必ずしもそれを使って活動をしなければならないわけではありません。生徒たちの興味・関心にあわせて、教材以外の語彙も使ってください。また、授業で扱った語彙は覚えなければならないというわけではありません。生徒自身が自分を語るのに必要な語彙を取捨選択して覚えるようにしましょう。

■付録の参考語彙の利用
活動を通して、課の学習活動に載っていない語彙を生徒たちが知りたくなってくる可能性が大いにあります。課には載っていない関連語彙を付録の参考語彙に掲載しましたので、それも利用しましょう。

· コラムとの関係

学習活動とコラムのトピックは関連しています。紙面上は学習活動が先で、コラムが後に掲載されていますが、実際の授業では適宜、順番に変えて実施してもかまいません。

■素材集CDやその他のリソース
素材集CDには、各課の学習活動で使われているイラスト、写真が入っています。それらを大いに活用しましょう。また、素材集CDの資料だけでなく、実物、写真、自作の絵などざまざまなリソースを活用しましょう。
(4) コラム

■文化の共通性と相違性への気づき
コラムでは、学習者が文化に固定的な境界線はないことに気づくよう、ナショナルカルチャーとしての「日本」文化のほかにサブカルチャー、個文化、あるいはグローバルカルチャーを扱いました。また相違性を強調した伝統文化や固有文化に偏らないように、同時代に生きる世界の複数の中学生の日常生活や、ポップカルチャーにも着目しました。
授業では、これらの事象を題材に、文化の共通性や相違性に気づかせたり、その要因について考えさせたりしましょう。このことを通して、文化の可変性や多様性を認識し、生徒が固定観念や偏見にしばられず、世界にはいろいろな事象や考え方、ものの見方があることを発見し、自分を振り返ることを通じて視野を広げられると考えています。
· コラムの問いかけ

それぞれのコラムの最初には、問いかけが１～２つあります。この問いかけは、それぞれのコラムの目標に沿って、提示されたトピックや素材に対する見方や分析の視点を提供しています。授業では、多くの問いかけを利用し、生徒から気づきを促しましょう。また、日本と中国だけの文化を問題にするのではなく、世界を視野にいれ、文化をみるときにどの文化でも共通する見方を養えるような問いかけもしていきましょう。
· ステレオタイプに注意しましょう
生徒たちが物事に対してステレオタイプ的な見方をしないように注意しましょう。授業では、教師もステレオタイプ的な素材の扱い方、文化の紹介の仕方は避けましょう。避けるために次のようなことが考えられます。
・　日本はこうだ、日本人はこうだという言い方を避ける。
· そのテーマやトピックの写真を複数枚用意する。
· 写真の由来をだす（●●さんの家、●●さんのある日の食事、など）
『好朋友』では、世界各地の同世代の日本語学習者5人（韓国・モンゴル・ロシア・オーストラリア・アメリカ）と中国語を学ぶ日本人中学生2人の写真とメッセージを随所で取り上げています。そして、コミュニケーションの相手は日本に限らず世界に広がっていること、日本語や英語を共通言語として世界の人とコミュニケーションがとれることを伝えています。彼らの写真を利用することにより、個人の文化を通して広がりにある文化を見ることができ、ステレオタイプを生むことを避けています。
· 写真の見せ方

コラムは写真を多用しています。写真を見方は、文化を見る視点を養う上で重要です。教師が写真の説明を一方的にするのではなく、生徒に観察させ、予測させ、検証させるというプロセスが大切です。また、自分が写真をどう観察し、どう予測したのか、その根拠は何かクラスメートと意見を交換することでも、文化を見る視点を養うことにつながります。

· 教材の順番は授業で扱う順番を示していません

『好朋友』では、学習活動のあとにコラムが掲載されています。しかし、コラムは学習活動のトピックに関連してものを扱っていますから、授業で学習活動とコラムを扱う順番は特に決まっていません。学習活動とコラムを組み合わせながら授業を進めることもできます。

在教科书上是学习活动到专栏。但是因为学习活动和专栏都与主题有关系，所以上课时可以不按照顺序，学习活动和专栏的内容穿插进行。
· 素材

素材集CDには、コラムの写真が掲載されています。教材上では写真は小さくてわかりにくいところがあります。ぜひCDを利用して、生徒たちに大きい写真を見せましょう。また、素材集CD以外のリソースも大いに使ってください。ただし、一部の写真は著作権上の問題で素材集CDには収載されていませんので、その場合は類似の写真を自分で探すなどの工夫をしてみてください。
(5) 想一想説一説

■復習
課ごとに具体的な場面が絵などで提示されています。生徒はその場面では日本語で何と言うかを思い出しながら言ったり書いたりすることにより、自分が本当に運用できるようになっているかどうかを確認できる仕組みになっています。解答例は録音で確かめることができます。絵や漫画のコマを見ながら、その課で出てきた表現を確認できます。確認するとき、録音を聞いて確認してもいいでしょう。また、上述の通り、録音は解答例です。録音以外の答え方もできる場合が多いので、ぜひ生徒自身の発想による発話を重視するようにしてください。

· 素材集CD

素材集CDには想一想説一説のイラストや写真が入っています。

(6) 日本語の広場
■実際に体験をさせましょう

日本語広場は、楽しく日本や日本語に関する体験することを通して、日本語や日本に興味を持たせることを目指しています。ぜひ読んで終わりにせず、体験をさせるようにしましょう。
· トピックについて
「日本語の広場」のトピックは多岐にわたっています。課のトピックと関連のある場合もあれば、特に密接な関連のない課もあります。トピックと関連のある課の場合には、学習活動やコラムとうまく組み合わせて授業をすることができます。

· 素材集CD
素材集CDには、日本語の広場のイラストや写真が入っています。

(7) 初識日語

· ドラマチックに日本語の文字と出会う体験をさせましょう

多くの生徒にとって、英語以外に初めて習う外国語の文字だと思います。生徒のわくわくした気持ちを大切にするために、ドラマチックな出会いになる活動をしていきましょう。『好朋友』では、日本語の文字の成り立ちや特徴などに関する知識を、教師が一方的に与えるのではなく、教室活動を通して生徒に考えさせながら少しずつ触れさせていく活動を用意しました。
· 素材集CD

素材集CDには、初識日語の漫画、イラストが入っています。

(8) 仮名

■あいうえお順ではなく、必要度の高い順番で学びましょう
課で習った表現や語彙を読んだり書いたりできるような順で学習できるようになっています。この方法なら、習った表現をすぐに日本語の仮名を使って書くことができ、生徒たちも達成感を感じることができるでしょう。
· 「連想法」などを学習方法を工夫しましょう。

第二外国語の授業では、仮名の読み書きに十分な時間をかけられないこともあります。そこで、教師も生徒も仮名の学習方法を工夫する必要があるでしょう。そのひとつとして、第1冊と第2冊の付録には、「連想法」という、音と文字の形と絵のイメージを使って文字を覚える教材を掲載しました。これらも合わせて使うことにより早く覚えることができます。もちろん、生徒が自分で覚えやすいイメージを作っていくこともいいでしょう。

· 素材集CD

素材集CDに五十音図の仮名、連想法の仮名のイラストが入っています。
(9)振り返り

■文脈の中で復習

好朋友は週2時間で学習した場合、1年間で2冊の内容を学ぶことができます。そこで、「振り返り」で1年間に学んだ表現を振り返り、復習することができるようになっています。文脈をあらわしたイラストとストーリーを提示していますので、その文脈に合った適切な表現が使えるよう復習していきましょう。具体的なやり方のアドバイスは、第2、４，５冊の指導書の振り返りをみてください。

· 自己評価をしてみましょう
振り返りは、自己評価としても使うことができます。このことを生徒たちに意識させてからやってみましょう。
(10)合作・交流・展示－学習成果発表－
■再構成と外への発信

ここではこれまで学習した表現や語彙や活動を総合的に使って、自分たちの表現したいことを外に発信していきます。あげられている活動は例にすぎません。ですから、生徒やクラスの状況にあわせたやり方で実施しましょう。実施するときに、考えなければならないポイントを下に挙げておきます。
· だれに発信するのか
· 何のために発信するのか
· 何を発信するのか
· どうやって発信するのか（劇、ポスター、ビデオ、ホームページなど）
· どうやって相手から受信をするのか
大切なことは、全ての生徒が達成感を得られる活動であること、積極的に参加できる活動であること、学習した日本語をその活動の中で使えることです。
(11)付録
■語彙表
・自学もできるように、語彙表は、日中語彙表と中日語彙表の両方を提示しています。

・語彙表の最後に空欄があります。そこには、学習活動をする中で、生徒が教材に載っていない語彙を覚えたい、自分の学習語彙にしたいと思ったものを記入して、自分の語彙表を作っていきましょう。
■参考語彙

・大連の中学生に身近な語彙を選びました。使い方については、3-(3)を参照しましょう。
■学習表現一覧表（在这种情况下应该怎样说呢？）
各冊で取り上げた表現をまとめてあります。友だち同士の発話の場合と、先生や大人に対して、あるいは発表するときの場合の2つの欄に分かれています。これらは、形式上の対ではなく、実際によく使われる表現を基本にしてまとめてあります。
例　4冊目22課　友達や家族に対して：何時に会う？
　　　　　　　　　先生や大人に対して：何時に会いましょうか？

　　4冊目25課　友達や家族に対して：ちょっと、がっかりしてるんだ。

　　　　　　　　　先生や大人に対して：ちょっと、がっかりしたことがあって……。
特に、先生や大人に対して、あるいは発表するときの場合の表現は、学習活動で取り上げていない表現が多く紹介されていますが、これらを教えなければいけないというわけではありません。また、独り言のように自分の気持ちを表現する場合は、相手がだれであれ、同じ表現形式を使うことがあるので、その場合は一つの表現形式だけを紹介しています。
　例　1冊目6課　うれしい／びっくり

　　　4冊目26課　やった！
· 五十音図（連想法）
「連想法」というのは、文字と音とイメージ（絵）を結びつけて覚える手法です。

　たとえば、「く」を「哭」と結びつけ、さらに「く」の字形を泣いている人の口の形に連想して覚えます。学習者は、「く」の字形と、自分の知っている「哭」の音と絵で表されているストーリーを結びつけることができるので、文字が覚えやすくなると言われています。

●授業での使い方

　いろいろな使い方ができますが、ここでは代表的なものを紹介します。

（1）イラストのついた文字カードを生徒に見せます。そして、中国語で「“Apple”的 “あ”」、「“阿姨”的 “い”」のように、中国語の音とイメージと文字を結びつけて、教えていきます。このとき、生徒にはメモは取らせないでください。メモをとると、イラストと音に集中できなくなるためです。できるだけ、リズミカルに、素早く進めるようにしてください。

　　可能ならば、中国語で「泣いている人がいる。口を大きく開けて泣いている。そう。これは“く”」のように、簡単なストーリーを作って導入すると、より記憶しやすくなるでしょう。

（2）2～3の文字カードを見せて字形と音を導入したら、その2~3の文字を覚えたかどうか、カードを見せて確認します。最初はイラストのついているほうのカードを使い、途中からは文字だけのほうのカードを見せるといいでしょう。

（3）このようにして、次々に文字と音とイメージを結びつけて、覚えさせていきます。この方法は短時間で多くの量を記憶できると言われています。

　　ですが、第二外国語教育の場合、多くの文字を短期に覚える必要はないので、授業に合わせ、教師が適宜調整しながら使ってください。
　ここでは、最初からイラストを見せる方法を紹介しましたが、最初は絵のないカードを見せるやり方もあります。

　たとえば、「この文字、何に見える？」というように、生徒の意見をまず聞いてから、「これは“泣いている人の口”。だから“哭”」のように導入する方法もあります。

５．評価

■活動を通した評価

『好朋友』では、筆記試験の形での評価を想定していません。学習活動、合作交流展示などの実際のコミュニケーション活動の中で、それぞれの生徒のパフォーマンスを評価していく形の評価を想定しています。また、学習した表現は、想一想説一説、振り返りで評価をすることができます。ほかに、漫画の内容を文章化することも、評価のひとつの方法となるでしょう。さまざまな評価の方法をクラスの状況にあわせて考えていきましょう。
■　多様な評価の主体

各評価は、教師の評価だけでなく、本人の評価、クラスメートの評価、そして合作交流展示では発信相手の人たちからのコメントも評価になります。また、評価を通して、生徒の学習や、コースの妥当性などさまざまな評価をすることができます。
· ポートフォリオ

学習活動の成果物（例　第１冊すきなものマップ、第４冊？課　お勧めの場所の地図など）、学習行動記録、評価カードなど各自がファイルに保存しておきましょう。ファイルの中に入っている成果物をみながら、生徒がそれぞれのポートフォリオを作成し、各自が自分の成長を振り返ることができるようにするといいでしょう。
例　第1課





各冊の詳細は、各冊の指導書を参照のこと。


各冊の指導書の内容


　・　トピック・目標一覧


・　漫画のストーリー・擬音語擬態語の解説


各課の目標・制作意図・授業のヒント・補足説明、振り返り、合作交流展示の解説


各冊素材集CD


各冊録音CD


各冊録音原稿
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